
みずとみどり研究会

設立30周年記念イベント
～これからの活動～

２０２４年7月２４日

みずとみどり研究会
事務局長 佐山公一



イベント開催までの経緯

多摩地域の東京都移管１００周年事業
TAMAらいふ21にて当会前身の「湧水崖線研究会」が発足
その後、１９９４年に「みずとみどり研究会」として活動を開始

設立３０年に際し、今後の会について１年以上の期間を有して
話し合いを行った。



話し合い

・まだコロナ禍でもあり、全国各地にいる会員の声を聴くこともあるためZOOMで
の開催をほぼ毎月実施した。

話し合いで見えてきた課題

・「湧水崖線研究会」の頃からの資料について

・事務所の維持や専従事務員人件費など運営費
用の確保について

・新規会員の参入



課題解決に向けて  
～イベントの開催～

開催日/ 2024年3月17日（日）

《午前》 フィールドワーク/テーマ:国分寺崖線の緑地と
湧水の保全をめぐって

ガイド/神谷博
時  間/ 10:00～12:00 JR西国分寺駅 改札付近集合
場 所/ 国分寺市内①姿見の池、②真姿の池湧水群ほ
か

《午後》 フォーラム/テーマ：みみ研のこれまでとこれ
からの活動
時 間/ 13:30～17:00
会  場/ 東京都立多摩図書館2階セミナールーム２



フィールドワーク



フォーラム

第１部 テーマ；みずとみどり研究会の30年

４名による発表

第2部 テーマ；多摩の水と緑の保全回復ビジョン

ビジョンの説明と会場との意見交換
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